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　住民の皆さんに、議会だよりを読
んでいただいているかを把握するた
め、シールアンケートを実施しまし
た。幅広い世代の声が拾えるよう
に、８月23日よいしょまつりの会場
で行いました。当日ご協力いただい
た皆さん、ありがとうございまし
た。
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たまに読む（45/149）
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存在を知らない・届いていない（40/149）
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議会だより
ご存じですか？ シールアンケート
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　　アンケートの結果からは、多くの方が議会だよりの存在を認識
している一方で、若い世代では、存在を知らない、届いていないと
の回答が見られた。今後は、場所を問わず閲覧できるマチイロアプ
リや村ホームページの案内など、より多くの方にお届け出来るよう
工夫する必要がある。

点視



　住民の皆さんとの対話の機会を増やすために「これまで年４地区
で行ってきた懇談会を８地区に増やす」を目標として懇談会の見直
しを行いました。変更点は、①議員全員で１地区ではなく２グルー
プに分かれて２地区で懇談を行う②対話の時間を大事にするため
に、冒頭で行ってきた委員会報告を省く③来場された方がなるべく
多く発言できるように少人数単位の座談会形式で行う。11月21日
に中新田地区、室内地区で開催した議会座談会は最初の一歩です。
このページでは皆さんからお伺いした意見などをご紹介します。

　農業への関わりの程
度、また地域によって
も出される意見の違い
があり、「困っている」
という声もその立場や
エリアによって異なる
印象だった。基幹産業
である農業を支えつつ、
暮らしやすい環境を整
えていく必要がある。

日頃感じていること、
聞かせてください！ 座談会

意 見 か ら

・�災害時に「誰がどこに住んでいるか分から
ない」状態は非常に危険。区長は行政嘱託
員であり、行政の非常勤職員でもある。災
害時の声かけや安否確認が出来ない。（中
新田）
・�区に入らない世帯でも、ごみ処理・災害対
応・福祉サービス等を享受していることに
不公平感を感じる。地域運営の基盤が崩れ
かねない。（中新田）
・�若い人の意見を否定せずに、年長者がサ
ポートしていくことを大切にしている。地
区の行事や文化も継承できている（室内）
・�区の役割を分担制にしており、区長に負担
が偏らない運営体制にしている。（室内）
・�入区していない世帯の増加と不公平感があ
る。区の行事に、入区していない世帯の子
どもが参加できないなどの不公平感・寂し
さを感じる。（中新田）

意
見
か
ら

・�保健休養地近くの畑では、農作業がやり難くなっている。早朝の作業や、
道路上への泥の落下や作業車両の駐車に対して苦情があった。散歩時に犬
を畑の中に入れられては困る。（中新田）
・�河川改修要望を出しても対応してもらえない。要望者によって村の対応に
差がある。水路改修の予算をどう確保するつもりか。（中新田）
・�条件の悪い農地は農振の見直しをして定住促進を図る。室内区、やつがね
区は可能性が大きい（室内）

　入区していない世帯の増加に伴うゴミ出
し、子どもたちの交流の機会、安否確認な
ど地域運営について悩む声が多く聴かれた。
一方、区の事前説明により、地域への溶け
込みが容易になり、寛容な地域づくりを進
めているなどの意見が出された。
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　　村は移住促進を進めている一
方、地域は災害時の安否確認や地域
コミュニティの維持、管理、農作業
の困難さについて課題と捉えてい
る。それぞれの地域の実情に違いは
あるが、行政が移住時の入区説明や
地域ごとのわかりやすいパンフレッ
トの作成など、積極的に関与するこ
とが求められている。多様な視点で
の意見が、地域をより良くするため
のヒントに繋がる機会となった。

点視

入
区
の
現
状
は

農業振興地域



７０３，０００÷３０５

　議会改革特別委員会では検討事項の一つとして、議員報酬のあり方についての調査研究を
進めてきました。今号では、議員活動にはどんなものがあるのか、活動量に見合った報酬と
はどのくらいなのかを特集します。

　議員は本会議での審議だけでなく、住民への報告や対話、研修、式典への出席など活動は
多岐に渡ります。また、目に見えにくい活動も多く存在します。
❶本会議や委員会等：本会議、常任委員会、議会全員協議会、議員派遣など
❷法定外会議や住民との対話等：議員懇談会や住民座談会、研修会など議会主催のもの
❸ �日常の議員活動：議案に関する調査、一般質問の準備、議員個人としての住民相談、公
的行事への出席など

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6
庁内審議会 本会議 一般質問 一般質問 委員会審査

7 8 9 10 11 12 13
委員会審査 委員会審査 陳情審査 常任委員会

住民懇談会
議会運営委員会
議会全員協議会
コミュニティ�
スクール懇談会

14 15 敬老の日 16 17 18 19 20
研修会参加 広報誌原稿〆切

委員会（広報）
住民相談

本会議
庁内協議会

住民相談 保育園運動会
戦没者追悼式

小学校運動会

21 22 23 秋分の日 24 25 26 27
提言書〆切 広報誌原稿〆切

委員会（広報）
行事見学
住民相談

28 29 30
一部事務組合議会
八ヶ岳西麓議連

常任委員会
庁内委員会

ある議員の１か月の活動� 2025年９月

報酬を考える
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７０３，０００÷３０５

１
４
４・５
×

　町村議員の報酬の低さは議員のなり手不足や多様な人材獲得に影響があるとされ、
全国的に問題視されています。地方議員には独自の健康保険や年金制度、退職金も
ありません。また、必要な知識は多岐にわたり、議決の責任などの重責も負います。
　全国町村議長会は、議員報酬を算出する方法として、活動量や活動内容を踏まえ
た算定式を提示しています。全議員の活動量を調査し、算定式に当てはめて報酬月
額を算定すると、下のような結果となりました。

　議員が住民福祉向上のために活発に活動するためにも、その対価としての適正な
報酬は必要だと考えます。今後も意欲ある多様な人材が議員に立候補できるために
も議会改革を進めていきます。
　皆さんは議員報酬をどう考えますか？２／１（日）開催「みんなのひろば」でも皆さ
んとお話しする場を設けます（詳細はp.13をご覧ください）。ぜひお越しください。

Ａ	 全議員の活動日数より算出

	 1
議会・議員の年間活動日数

44.5日	×	7
村長の給料

03,000円	÷	3
首長の職務遂行日数（モデル：305日）

05日	 =	332,000円
Ｂ	 最大日数、最小日数の議員を除いて算出

	 1
議会・議員の年間活動日数

42.3日	×	7
村長の給料

03,000円	÷	3
首長の職務遂行日数（モデル：305日）

05日	 =	328,000円
Ｃ	 最小日数の議員で算出

	 1
議会・議員の年間活動日数

24.0日	×	7
村長の給料

03,000円	÷	3
首長の職務遂行日数（モデル：305日）

05日	 =	285,000円

現在の原村議会 議員報酬月額� 183,000円

議員の活動と
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から議審
　
12
月
議
会
に
お
い
て
村
長
か
ら
環
境
保
全

条
例
の
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で

可
決
し
た
。
今
回
の
改
正
は
、
開
発
に
よ
る

環
境
へ
の
影
響
を
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
い

て
判
断
す
る
「
環
境
影
響
評
価
（
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
）」
を
導
入
す
る
も
の
で
、
主
な

改
正
点
は
次
の
２
点
。

　
１　

�

開
発
行
為
の
申
請
に
環
境
影
響
評
価

書
の
提
出
を
義
務
付
け
。（
た
だ
し
、

環
境
保
全
審
議
会
が
必
要
と
認
め
た

場
合
。）

場
合
が
あ
り
、
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
予
測

と
調
査
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
評
価
書
は
公

開
さ
れ
、
透
明
性
が
確
保
さ
れ
る
。
ま
た
、

住
民
は
開
発
行
為
に
懸
念
が
あ
る
場
合
、
村

長
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
意
見
が
審
議
プ
ロ
セ
ス
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
評
価
対
象
項
目
は
、
騒

音
、
水
質
汚
染
、
土
壌
汚
染
、
景
観
、
生
態

系
、
文
化
財
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
改
正
に

よ
り
良
好
な
自
然
環
境
と
生
活
環
境
を
維
持

す
る
体
制
が
よ
り
強
化
さ
れ
た
。

　
２　

�

保
健
休
養
地
の
開
発
行
為
は
１
区
画

１
，０
０
０
㎡
以
上
と
す
る
が
、
平

成
９
年
４
月
１
日
以
前
に
分
筆
さ
れ

た
区
画
は
適
用
外
。（
※
従
来
の
運

用
ル
ー
ル
を
明
確
に
規
定
す
る
も

の
）

　
今
後
の
開
発
行
為
手
続
き
の
流
れ
は
左
図

の
よ
う
に
な
る
。

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
開
発
行
為
申
請
者

は
環
境
影
響
評
価
書
の
提
出
が
必
要
と
な
る

事業者 住民村

環境影響評価準備書チェックリスト

環境影響評価作成依頼

環境影響評価準備書

意見書

意見・見解書

〈環境保全審議会〉

〈環境保全審議会〉

審査意見書

評 価 書

事 業 完 了

公　表

環境アセスメント手続きの流れ

公　表

公　表

公　表
事後調査報告書

事業実施意見書

報告提出依頼

報　　告
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開
発
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12月定例会

〇 賛成、× 反対、△一部採択に賛成、
▽ 退席、― 欠席、議長は可否同数時のみ裁決する。

審
議
結
果

百
瀨
嘉
德

佐
宗
利
江

半
田　
裕

中
村
浩
平

村
田
俊
広

宮
坂
早
苗

森
山
岩
光

芳
澤
清
人

松
下
浩
史

小
松
志
穂

《陳　情》

陳情第７号
消費税の減税とインボイス制度が廃止されるまで
「２割特例」と「８割控除」の継続を求める陳情

《提出者　諏訪民主商工会事務局長　清水栄子》
不採択 × × × × ○ ○ × × × ×

《委員会提出》

発委第14号
インボイス制度の「２割特例」と「８割控除」の継続を求め
る意見書案の提出について

《提出者　総務産業常任委員長　佐宗利江》
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上記を含め議案23件、陳情２件を議決した。

賛否が分かれた議案等（一部掲載）� 12月定例会　審議結果

映　す 撮　る

　「開かれた議会」の実現に向けて、新しい地方経済・生活環境創生交付金（デジタル実装型）を活
用した「議会の見える化・伝わる化推進事業」として、議場にカメラ２台、映像切替機１台、大型
ディスプレイ３台を設置し、令和７年12月定例会から運用を開始しました。大型ディスプレイのうち
２台は議場以外でも使用できるように移動式としました。

ぜひ議場での傍聴や動画配信をご覧いただき、ご感想・ご意見をお寄せください。

・�一般質問の残り
時間の表示
・�議員が持ち込ん
だ資料・パソコ
ン画面の投影
　�傍聴者にも視覚
的に分かりやす

・�簡単操作で発言
している議員の
アップ、議員席、
執行部席の映像
の切り替え
　�インターネット
で配信する録画

く情報をお伝えできるようになりました。 映像では、誰の発言かを一目で把握できます。

TOPICS

消費税の減税とインボイス制度が廃止されるまで�
� 「２割特例」と「８割控除」の継続を求める陳情
　長引く物価高のもと、中小企業の努力にかかわらず、経営悪
化は深刻化、インボイス制度によって課税業者となった売上高
1,000万円以下の小規模業者はさらに苦しい。選挙の民意に応
え消費税減税と「２割特例」と「８割控除」の継続を求める。

Q	�委員長報告では消費税減税を求める部分に賛同できないた
め不採択ということだが、賛同できないとした理由は何か。

A	�国の財源への影響が懸念される点と、陳情内容では減税の
時期や程度などが明確ではない点。

　総務産業委員会で審議され、全員一致で不採択。本会議で
も賛成少数で不採択となったが、「インボイス制度の２割特
例と８割控除の継続を求める意見書」は全会一致で可決。地
方自治法第99条の規定により、両院議長、内閣総理大臣、財
務大臣に提出する。

反対討論
・�（松下）消費税は国の税収の約21.6％を占め
ており、代替財源のない減税は財政に大き
な影響を及ぼすおそれがあることから、消
費税減税には反対。一方で、インボイス制
度における特例措置や控除の継続について
は賛成。陳情内容すべてに賛同することは
できず、不採択とする。
賛成討論
・�（村田）消費税は低所得者の税率が重くなる
逆進性の強い税制。物価高のなか国民にとっ
てすべての場面で増税となる。現在実施で
きる最大の経済対策は消費税の減税、ある
いは廃止であることは明確。２割特例、８
割控除の継続を求めるのは、小規模経営を
守るために当然。
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議場に大型ディスプレイを導入



一 般 質 問
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し

澤ざ
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よ

人と

議
員

１
．村
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
構
想

２
．ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
対
策

３
．村
戦
没
者
追
悼
式

４
．中
央
道
原
バ
ス
駐
車
場

森も
り

山や
ま 

岩い
わ

光み
つ

議
員

１
．村
政
の
現
状

２
．村
営
住
宅
の
維
持
管
理
状
況
は

３
．ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
駆
除
・
防
除
対
策

中な
か

村む
ら 

浩こ
う

平へ
い

議
員

１
．下
水
道
受
益
者
負
担
金
の
未
請
求
問
題

２
．村
で
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
靴
を
購
入
し
、
原
小
の
体
育

授
業
で
低
学
年
児
童
の
み
に
貸
し
出
す
。
違
和
感
が
強

す
ぎ
る
。

村む
ら
田た 

俊と
し
広ひ
ろ

議
員

１
．補
聴
器
購
入
補
助
の
拡
充
を

２
．指
定
管
理
に
関
連
し
て

３
．住
民
間
の
交
流
に
役
立
つ
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
在
り
方

な
ど

４
．小
水
力
発
電

５
．保
健
休
養
地
に
お
け
る
定
住
者
の
増
加
に
伴
う
課
題

佐さ

宗そ
う 

利り

江え

議
員

１
．庁
舎
入
口
へ
総
合
案
内
の
設
置

２
．も
み
の
木
荘
よ
り
上
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
モ
ミ
ジ
の
伐
採

３
．ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
り
組
み

４
．花
卉
栽
培
へ
の
生
産
振
興

小こ

松ま
つ 

志し

穂ほ

議
員

１
．Ｄ
Ｘ
推
進
に
伴
う
窓
口
業
務
の
最
適
化
を

２
．職
員
が
中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
描
け
る
人
材

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
を

３
．公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
見
直
し
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
か

４
．フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
児
童
生
徒
世
帯
へ
の
支
援
を

半は
ん

田だ 

　
裕ひ
ろ
し

議
員

１
．国
や
他
自
治
体
と
の
連
携
と
職
員
育
成
に
よ
る
事
業
力

強
化
を

２
．新
規
事
業
を
行
う
た
め
の
財
源
・
人
材
確
保
の
た
め
の

事
業
精
査
を

３
．関
係
人
口
を
増
や
し
、
地
域
の
課
題
解
決
へ
つ
な
げ
る

た
め
の
取
り
組
み
を

松ま
つ
下し
た 

浩ひ
ろ
史し

議
員

１
．原
村
観
光
局
に
求
め
る
役
割
は

２
．県
宿
泊
税
導
入
に
向
け
た
準
備
は

３
．部
活
動
地
域
移
行
を
ど
う
考
え
る

宮み
や

坂さ
か 

早さ

苗な
え

議
員

１
．新
規
作
物
に
取
り
組
む
農
業
者
へ
の
支
援
体
制
の
確
保
を

２
．八
ヶ
岳
観
光
圏
の
活
用
は
出
来
て
い
る
か

３
．地
域
運
営
組
織
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
設
立
を
考

え
て
は

・
一
般
質
問
は
、
事
前
に
質
問
内
容
を
通
告
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
質
問
時
間
は
、
１
人
に
つ
き
質
問
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
完
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
問
一
答
方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
１
項
目
に
つ
き
２
回
ま
で
再
質
問
が�

で
き
ま
す
。

一
般
質
問
は
、
Ｈ
Ｐ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

12月
定例会

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
政
全
般
に
わ
た
り
、
執
行
機
関
に
対
し

て
、
事
務
の
執
行
状
況
及
び
将
来
へ
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
疑
問
点
を

た
だ
し
、
報
告
、
説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
12
月
定
例
会
で
は
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
政
課
題
へ
の
提
言
や

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
色
付
き
の
項
目
は
本
誌
面
で
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
他（
黒
字
）項
目
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

ユーチューブ
動画配信
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一 般 質 問

森山 岩光 議員

問　
村
長
に
就
任
し
２
年

経
過
し
た
。
現
村
政
の
自

己
評
価
、
公
約
の
前
進
度

は
。

村
長　
達
成
と
課
題
を
明

確
に
し
、
次
に
つ
な
ぐ
観

点
か
ら
の
自
己
評
価
と
し

た
。
達
成
点
は
、
基
金
残

高
の
適
正
維
持
、
有
利
な

借
り
入
れ
な
ど
、
健
全
財

政
の
堅
持
。
公
約
の
前
進

度
は
、
子
育
て
、
福
祉
の

き
め
細
や
か
な
改
善
、
セ

ロ
リ
の
疫
病
対
策
、
Ｄ
Ｘ

の
具
体
的
着
手
、
八
ヶ
岳

農
業
大
学
校
の
再
建
、
産

官
学
連
携
の
基
盤
づ
く
り
、

広
域
連
携
の
対
話
。

問　
今
後
の
取
り
組
み
、

課
題
は
。

村
長　
物
価
高
騰
や
人
手

不
足
へ
の
即
応
力
、
実
施

事
業
の
効
果
・
検
証
や
村

政
運
営
に
つ
い
て
の
説
明

の
分
か
り
や
す
さ
、
イ
ン

問　
村
営
住
宅
19
戸
は
、

築
後
25
年
の
住
宅
が
多
く

入
居
稼
働
率
も
良
い
状
況

だ
が
、
中
学
校
北
１
戸
は

木
造
住
宅
で
築
後
40
年
が

経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
状
況
だ
。
大
規
模
な

修
繕
を
し
、
今
後
も
使
用

し
て
い
く
の
か
。

建
設
水
道
課
長　
大
規
模

な
修
繕
を
実
施
す
る
の
は

公
営
住
宅
の
効
率
的
運
営

上
、
困
難
と
考
え
る
。
令

和
８
年
度
に
は
原
村
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

見
直
し
に
盛
り
込
み
、
取

壊
し
の
方
向
で
検
討
す
る
。

村　政

村営住宅

■問
現
村
政
の
評
価
と
達
成
理
由

■答
健
全
財
政
の
堅
持
で
、
80
点

■問 村営住宅の維持管理状況は
■答古住宅は撤去の予定

フ
ラ
の
維
持
管
理
を
前
提

と
し
た
優
先
付
け
の
改
善
。

安
全
、
暮
ら
し
最
優
先
、

美
し
い
村
の
保
全
、
デ
ー

タ
ー
に
基
づ
く
重
点
化
、

産
学
官
広
域
連
携
の
加
速

を
軸
に
、
残
る
20
点
を
着

実
に
埋
め
る
。

動画はこちら

芳澤 清人 議員

問　
村
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー

ク
構
想
は
村
有
林
を
活
用

し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
施

設
で
民
間
に
村
有
林
を
貸

し
出
し
整
備
す
る
も
の
と

聞
い
て
い
る
。
ど
の
よ
う

な
施
設
を
考
え
て
い
る
か
。

村
長　
村
有
林
は
森
林
資

源
を
生
か
し
た
地
域
活
性

化
の
可
能
性
が
十
分
生
か

さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
に

対
し
保
全
を
大
前
提
に
環

境
に
配
慮
し
た
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
の
整
備

を
含
む
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
る
。
森
林
に

触
れ
る
機
会
の
増
加
は
住

民
や
来
訪
者
が
森
林
の
価

値
を
実
感
し
、
環
境
意
識

の
向
上
や
保
全
活
動
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

森
林
を
守
り
な
が
ら
賢
く

活
用
す
る
こ
と
で
、
将
来

に
つ
な
が
る
豊
か
な
地
域

づ
く
り
を
実
現
で
き
る
と

問　
戦
没
者
追
悼
式
は
遺

族
の
高
齢
化
に
よ
り
参
列

者
が
減
少
し
て
き
て
い
る
。

小
中
学
生
の
参
列
を
得
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

村
長　
戦
争
の
悲
惨
さ
と

平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に

継
承
す
る
こ
と
は
重
要
な

こ
と
で
あ
る
。
戦
没
者
追

悼
式
の
小
中
学
生
の
参
列

は
平
和
教
育
の
観
点
か
ら

極
め
て
有
意
義
で
あ
る
。

今
後
、
教
育
委
員
会
、
お

よ
び
学
校
行
事
と
の
調
整

や
事
前
平
和
学
習
の
実
施

な
ど
準
備
期
間
を
設
け
関

係
者
と
十
分
協
議
し
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

森林活用

平和教育

■問
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
構
想
は

■答
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
施
設
を

■問 戦没者追悼式に小中学生を
■答平和教育の観点から有意義

確
信
す
る
。
具
体
ル
ー
ト
、

規
模
、
時
期
等
は
未
定
で

あ
る
が
令
和
10
年
度
内
を

め
ど
に
森
林
整
備
状
況
や

環
境
条
件
な
ど
利
用
ニ
ー

ズ
の
把
握
を
行
い
、
概
略

案
の
作
成
と
住
民
意
見
の

収
集
に
取
り
組
む
。

動画はこちら
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一 般 質 問

中村 浩平 議員

問　
例
え
ば
原
中
の
校
庭

は
荒
れ
酷
い
状
態
で
あ
る
。

予
算
案
計
上
の
優
先
順
位

が
明
ら
か
に
お
か
し
い
が
。

子
ど
も
課
長　
校
庭
の
課

題
は
認
識
し
て
い
る
。

問　
１
シ
ー
ズ
ン
に
９
日

程
度
し
か
使
わ
な
い
靴
を

年
間
に
渡
っ
て
学
校
側
に

管
理
さ
せ
る
。
大
丈
夫
か
。

子
ど
も
課
長　
負
担
が
掛

か
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

問　
過
去
に
村
長
の
教
育

行
政
へ
の
介
入
を
一
般
質

問
で
取
り
上
げ
た
が
、
今

回
も
村
長
の
個
人
的
な
思

い
が
反
映
さ
れ
た
の
で
は
。

子
ど
も
課
長　
教
委
内
部

で
検
討
し
、
必
要
と
判
断
。

問　
学
校
教
育
に
お
い
て

は
大
人
達
の
古
い
価
値
観

や
体
験
を
、
文
化
だ
か
ら

問　
過
去
5
年
間
で
６
６

６
万
円
も
の
徴
収
漏
れ
が

あ
っ
た
と
新
聞
報
道
さ
れ

た
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題

が
起
き
た
背
景
は
。

建
設
水
道
課
長　
事
務
を

一
人
に
任
せ
、
当
時
の
上

司
も
確
認
を
怠
っ
た
。

問　
本
件
は
経
営
に
損
害

を
与
え
た
。
幹
部
誰
一
人

責
任
を
取
っ
て
い
な
い
が
。

村
長　
速
や
か
に
未
収
金

の
全
て
を
解
決
す
る
こ
と

で
責
任
を
果
た
し
、
職
員

に
対
し
て
は
原
因
究
明
と

再
発
防
止
を
指
示
し
た
。

教育費

下水道

■問
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
靴
購
入

■答
発
案
者
は
村
長

■問 受益者負担金の未請求問題
■答再発防止に努める

伝
統
だ
か
ら
と
強
要
し
な

い
よ
う
特
に
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

教
育
長　
よ
り
検
討
を
重

ね
る
中
、
子
供
の
実
態
に

即
し
、
学
び
が
豊
か
に
な

る
教
育
を
推
進
し
た
い
。

動画はこちら

問　
補
聴
器
購
入
補
助
は

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
制

度
だ
が
、
現
時
点
で
申
請

者
が
１
名
で
は
想
定
か
ら

も
随
分
少
な
い
。
下
諏
訪

町
で
は
所
得
制
限
を
な
く

し
て
利
用
者
を
倍
増
し
た
。

所
得
制
限
を
な
く
せ
ば
、

か
な
り
利
用
者
が
増
え
る

と
予
想
さ
れ
る
。
政
策
立

案
の
原
点
は
、
困
っ
て
い

る
人
が
い
て
、
そ
の
手
助

け
を
し
た
い
と
い
う
こ
と

だ
と
思
う
。
こ
の
施
策
に

よ
っ
て
認
知
症
が
予
防
さ

れ
、
将
来
の
介
護
保
険
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。�

　
所
得
制
限
を
緩
和
し
て
、

よ
り
使
わ
れ
る
制
度
に
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　
本
事
業

の
目
的
は
、
難
聴
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
及
び
社
会

参
加
の
促
進
・
支
援
。
難

聴
に
悩
む
全
て
の
住
民
に

補
聴
器
購
入
が
補
助
で
き

問　
指
定
管
理
者
選
定
の

議
案
の
質
問
に
つ
い
て
、

管
理
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
長

年
管
理
し
て
い
る
こ
と
と

の
答
弁
。
特
別
な
ノ
ウ
ハ

ウ
は
な
い
こ
と
の
裏
返
し

だ
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
つ
な
が
る
、
指
定
管
理

施
設
で
冬
季
使
用
可
能
な

ト
イ
レ
設
置
の
検
討
は
。

商
工
観
光
課
長　
検
討
は

進
ん
で
い
な
い
が
、
八
ヶ

岳
自
然
文
化
園
の
館
内
ト

イ
レ
、
そ
し
て
樅
の
木
荘

の
館
内
ト
イ
レ
に
つ
い
は

誰
で
も
通
年
利
用
可
能
。

基
本
的
に
ト
イ
レ
は
開
放

し
て
い
る
。

難聴助成

指定管理

■問
補
聴
器
購
入
補
助
の
拡
充
を

■答
制
度
周
知
を
強
化
す
る

■問 冬季使用可能なトイレを
■答施設内トイレは通年開放

る
こ
と
が
理
想
だ
が
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
現

実
的
に
は
困
難
。
現
段
階

で
は
制
度
の
改
正
は
考
え

て
い
な
い
。
引
き
続
き
、

補
助
制
度
の
活
用
に
つ
い

て
、
住
民
の
皆
様
へ
の
周

知
を
強
化
し
て
い
く
。

村田 俊広 議員

動画はこちら
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一 般 質 問

佐宗 利江 議員 景観保護

問　
近
年
の
温
暖
化
に
よ

り
、
セ
ロ
リ
だ
け
で
な
く

花
卉
栽
培
に
も
多
様
な
病

害
虫
が
発
生
し
て
い
る
。

品
目
が
多
様
で
あ
り
課
題

が
そ
れ
ぞ
れ
だ
。

農
林
課
長　
Ｊ
Ａ
営
農
セ

ン
タ
ー
か
ら
も
相
談
を
受

け
て
お
り
可
能
な
範
囲
で

支
援
を
考
え
て
い
き
た
い
。

花
の
一
部
で
か
な
り
苦
労

し
て
い
る
こ
と
は
聞
い
て

い
る
。
一
番
効
果
的
な
方

法
を
見
つ
け
補
助
を
考
え

て
い
く
が
方
針
は
は
っ
き

り
決
ま
っ
て
い
な
い
。

問　
生
産
者
が
少
な
い
せ

い
か
今
ま
で
余
り
話
題
に

な
っ
て
来
な
か
っ
た
。
統

計
で
は
１
／
３
が
花
卉
栽

培
に
従
事
し
て
い
る
。
ま

た
近
年
、
農
業
の
現
場
で

は
新
た
な
病
害
虫
が
頻
発

し
て
い
る
。
新
薬
の
登
録
、

補
助
が
迅
速
に
で
き
る
よ

う
な
体
制
が
求
め
ら
れ
て

問　
来
年
度
予
算
で
、
も

み
の
湯
う
え
村
道
沿
い
に

植
栽
さ
れ
て
い
る
紅
葉
の

伐
採
に
、
多
く
の
住
民
か

ら
反
対
の
声
が
出
て
い
る
。�

　
予
算
審
査
は
こ
れ
か
ら

だ
。
し
っ
か
り
と
住
民
理

解
を
得
て
か
ら
予
算
化
す

る
必
要
が
あ
る
。

建
設
水
道
課
長　
交
通
上

の
危
険
性
を
重
く
見
て
伐

採
を
決
定
し
た
。
景
観
維

持
に
配
慮
し
つ
つ
、
住
民

の
安
全
確
保
を
最
優
先
に

事
業
を
進
め
る
。
今
後
、

大
き
く
な
る
と
管
理
に
は

費
用
が
か
か
る
こ
と
が
懸け

念ね
ん

さ
れ
る
。

花卉振興

■問
村
の
花
卉
振
興
の
検
討
を

■答
Ｊ
Ａ
と
共
有
し
て
い
く

■問 もみの湯うえ紅葉の伐採
■答景観維持と安全性の確保

い
る
。

農
林
課
長　
新
し
い
薬
が

ど
の
程
度
効
果
が
あ
る
か

わ
か
ら
な
い
部
分
も
あ
る
。

引
き
続
き
ア
ン
テ
ナ
を
立

て
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

動画はこちら

動画はこちら

小松 志穂 議員 役場窓口

問　
令
和
８
年
度
に
行
う

と
し
て
い
る
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
の
見
直
し

は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

企
画
財
政
課
長　
庁
内
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中

心
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
検
討
を
進
め
る
。

問　
見
直
し
で
集
約
・
複

合
化
の
方
針
ま
で
示
す
か
。

企
画
財
政
課
長　
現
段
階

で
明
確
な
想
定
は
な
い
。

検
討
を
重
ね
て
方
向
性
を

整
理
し
た
い
。

問　
計
画
見
直
し
を
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
す
る

の
で
は
な
く
、「
地
域
活

性
化
企
業
人
」
を
活
用
し

て
は
。
民
間
の
知
見
を
活

か
し
職
員
の
計
画
策
定
能

力
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

国
の
交
付
税
に
よ
り
村
の

財
政
負
担
も
軽
減
で
き
る

等
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
が
。

問　
Ｄ
Ｘ
推
進
に
伴
い
役

場
窓
口
時
間
を
短
縮
す
る

自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

当
村
で
も
検
討
し
て
い
る
か
。

住
民
税
務
課
長　
理
事
者

か
ら
提
案
を
受
け
検
討
中
。

デ
ー
タ
が
必
要
な
た
め
、

来
庁
者
の
動
向
調
査
を
12

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

問　
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
か
。

村
長　
住
民
の
利
便
性
向

上
と
職
員
の
働
き
方
改
革

の
両
立
を
図
る
観
点
か
ら
、

一
定
期
間
調
査
を
し
た
上

で
慎
重
に
進
め
た
い
。

公共施設

■問
今
後
の
計
画
ど
う
見
直
す

■答
住
民
や
外
部
の
知
見
も
活
用

■問 役場窓口時間を見直すか
■答検討中、調査を開始した

企
画
財
政
課
長　
専
門
家

活
用
は
有
効
と
認
識
す
る
。

企
業
人
は
自
治
体
が
人
材

を
選
べ
な
い
な
ど
の
リ
ス

ク
も
あ
る
が
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
活
用
で
き
る

か
を
含
め
今
後
検
討
す
る
。
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一 般 質 問

松下 浩史 議員

問　
村
が
人
的
・
金
銭
的

補
助
を
行
っ
て
い
る
観
光

局
を
評
価
す
る
に
当
た
っ

て
、
何
が
評
価
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
か
。
ど
の
よ
う

な
目
標
が
達
成
さ
れ
れ
ば

よ
い
か
明
確
に
な
っ
て
い

る
か
。

商
工
観
光
課
長　
観
光
局

に
つ
い
て
は
、
村
が
目
標

設
定
や
評
価
基
準
を
つ
く

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。
現
段
階
で
は
評

価
基
準
は
持
っ
て
は
い
な

い
。
短
期
的
な
部
分
等
で

具
体
的
な
数
値
目
標
な
ど

を
決
め
て
し
ま
う
と
、
取

組
を
縛
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
数
値
目
標
も
出
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
。
あ
く
ま

で
も
ボ
ー
ド
会
議
を
中
心

と
し
た
観
光
局
の
中
で
目

標
を
設
定
し
、
事
業
を
実

施
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
観
光
局
設

立
準
備
の
段
階
で
、
既
に

目
標
は
具
体
的
に
立
て
ら

問　
部
活
動
の
地
域
展
開
、

村
の
思
い
描
く
将
来
像
は
。

教
育
長　
従
来
の
枠
組
み

に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い

体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
。
顔
の
見
え
る

関
係
の
中
で
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境

を
つ
く
り
や
す
い
の
が
本

村
の
強
み
。
子
ど
も
た
ち

が
生
き
生
き
と
活
動
で
き
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
芸
術
活
動
に
親

し
む
基
礎
を
築
け
る
環
境

を
学
校
、
保
護
者
、
地
域

の
皆
様
と
と
も
に
つ
く
り

上
げ
、
活
動
の
機
会
を
保

障
し
て
い
き
た
い
。

観光局

部　活

■問
観
光
局
の
評
価
基
準
は

■答
評
価
基
準
は
持
っ
て
い
な
い

■問 学校での部活の維持は
■答従来型の部活の維持は困難

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
向

か
っ
て
進
め
て
い
る
も
の
、

ま
た
、
ボ
ー
ド
会
議
で
新

し
く
追
加
さ
れ
て
い
く
も

の
が
目
標
に
な
っ
て
い
く
。

そ
の
辺
の
成
果
を
見
な
が

ら
評
価
し
て
い
け
れ
ば
と

思
う
。

動画はこちら

半田 裕 議員 予　算

問　
村
民
と
し
て
の
誇
り

の
醸
成
や
関
係
人
口
を
増

や
す
た
め
に
も
村
と
し
て

「
◯
◯
日
本
一
の
村
」
等
、

将
来
像
や
村
の
特
徴
を
明

確
に
打
ち
出
す
方
針
の
策

定
が
必
要
と
考
え
る
が
。

企
画
財
政
課
長　
総
合
計

画
の
基
本
理
念
を
示
し
て

い
る
た
め「
○
○
日
本
一
」

と
い
う
よ
う
な
策
定
の
必

要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
基
本
理
念
は
ど
の
自

治
体
に
で
も
当
て
は
ま
る

よ
う
な
も
の
で
Ｐ
Ｒ
や
村

民
の
誇
り
に
は
つ
な
が
り

に
く
い
。
魅
力
が
多
く
決

め
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

多
く
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
村
中
に
掲
げ
「
日
本
一

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
多
い

村
」
と
し
て
発
信
し
て
い

く
の
は
ど
う
か
。

村
長　
そ
の
案
も
と
て
も

す
ば
ら
し
い
と
思
う
の
で

問　
新
た
に
事
業
を
実
施

す
る
た
め
に
は
既
存
事
業

の
見
直
し
が
必
要
。
定
期

的
な
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
予
算
編

成
な
ど
の
仕
組
み
と
し
て

導
入
が
必
要
で
は
。
ま
た
、

公
平
で
透
明
性
を
担
保
し

た
事
業
可
否
の
判
断
に
は

基
準
や
指
標
が
必
要
と
な

る
が
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長　
大
規
模

な
事
業
の
見
直
し
は
必
要
。

今
後
ど
ん
な
方
法
が
よ
い

か
検
討
す
る
。
総
合
計
画

が
あ
る
た
め
、
予
算
を
判

断
す
る
明
確
な
基
準
は
な

い
が
、
指
標
が
今
後
必
要

な
い
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｐ　Ｒ

■問
◯
◯
日
本
一
等
の
方
針
を

■答
今
後
方
針
を
検
討
し
た
い

■問 新事業のための事業精査を
■答見直しは必要と認識

動画はこちら

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

現
在
方
針
等
は
策
定
し
て

い
な
い
が
、
外
か
ら
評
価

を
得
て
い
る
「
世
界
一
美

し
い
村
」
や
「
幸
福
度
日

本
一
の
村
」
と
い
う
よ
う

な
方
針
も
今
後
考
え
て
い

き
た
い
。
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一 般 質 問

宮坂 早苗 議員 地域運営

問　
農
業
の
生
産
現
場
は
、

セ
ン
チ
ュ
ウ
と
疫
病
対
策
、

加
え
て
気
候
変
動
の
影
響

と
向
き
合
い
生
産
を
続
け

て
い
る
。
栽
培
さ
れ
て
い

る
農
地
は
、
村
の
美
し
い

景
観
を
つ
く
る
役
割
も

担
っ
て
い
る
。
生
産
者
は
、

ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
し
な
が

ら
、
新
規
作
物
の
研
究
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。�

�

支
援
を
考
え
て
は
。

村
長　
Ｊ
Ａ
に
は
、
新
し

い
作
物
に
つ
い
て
確
認
し

て
い
る
。
セ
ロ
リ
や
花
卉
は
、

す
で
に
産
地
と
し
て
の
役

割
が
あ
る
こ
と
。
野
菜
で
は
、

ネ
ギ
の
生
産
、
果
樹
で
は

ブ
ド
ウ
や
リ
ン
ゴ
な
ど
新

た
な
研
究
や
試
験
栽
培
も

行
っ
て
い
る
。
西
麓
で
は
、

八
ヶ
岳
西
麓
ア
カ
デ
ミ
ー

を
開
講
、
リ
ン
ゴ
生
産
者

の
確
保
・
育
成
を
目
指
し

て
い
る
。
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
で

も
新
し
い
品
目
に
注
目
し
、

将
来
的
に
取
組
ん
で
み
た

問　
地
域
で
は
多
様
で
複

合
的
な
課
題
が
山
積
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
解

決
の
た
め
に
、
活
動
し
て

い
る
団
体
が
協
議
す
る
場

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」も

必
要
。
国
で
は
、
地
域
運

営
組
織
だ
け
で
な
く
、
指

定
地
域
共
同
活
動
団
体
制

度
も
出
来
、
普
通
交
付
税
、

特
別
交
付
税
の
対
象
、
協

議
会
設
置
を
考
え
て
は
。

村
長　
本
村
で
は
、
区
や

自
治
会
の
活
動
が
と
て
も

し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て
い

て
感
謝
し
て
い
る
。
指
定

地
域
共
同
活
動
団
体
制
度

も
調
査
し
て
い
く
。

農業振興

■問
新
規
作
物
の
取
組
み
支
援
を

■答
人
的
支
援
を
考
え
て
い
る

■問 まちづくり協議会の設置を
■答区・自治会活動に感謝

い
作
物
が
あ
れ
ば
、
視
察

や
試
験
栽
培
を
通
じ
て
検

討
を
進
め
る
な
ど
、
村
と

し
て
も
支
援
す
る
。
新
し

い
取
組
み
支
援
に
は
、
経

済
的
な
支
援
の
他
に
人
的

支
援
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
用
も
考
え
る
。

動画はこちら

テーマ別
意見交換会みんなのひろば

住民のみなさまとの意見交換会を開催します。
お気軽にご参加ください！

   今回話し合いたいテーマ  

どうしていく？
区・自治会

議員報酬を
どう考える？

災害への備え
できていますか？

2 31

２月１日（日）
13：30～15：00
［場 所］中央公民館　講堂

お申し込み・お問い合わせ
原村議会事務局

☎0266-79-7951
gisen@vill.hara.lg.jp
こちらからもお申し込みできます！▶�
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　委員会視察は、他の自治体等の先進的事例や施策、地域
の実情を調査・研究し、村政に活かすことを目的としてい
ます。
　総務産業常任委員会は11月に富山から京都にかけて3自
治体、社会文教常任委員会は10月に北海道の3自治体を視
察しました。

■朝日町（富山県）

　マイナンバーカードの空き領域を活用し、町内活性化
につなげる取り組み。カードの普及率を向上させるため
全職員が全世帯を訪問・営業した。町内の施設や加盟店
を利用するとポイントが付与され、公共施設の利用把
握、子供・高齢者の見守り等に使用できる。現金を
チャージしての決済機能やLINEとの連携など複数の機
能を併せ持つ。

■京丹後市（京都府）

　「ふるさと納税3.0」（従来の返礼品中心型から発展し、クラ
ウドファンディング型の寄附金によって地場産品の創出などを
直接支援し、生まれた新製品を返礼品として受け取ることがで
きる制度）を活用している。寄付金額の目標を30億円に定め、
昨年23億円を達成。泉佐野市のシステムを活用したもので、
職員の行き来など同市との連携もする。市職員が毎日の寄付額
のチェックやふるさと納税サイトの編集を行う。

マイナンバーカードを利用した公共サービス
「LoCoPi あさひまち」（写真提供：朝日町）

京丹後市議場にて

総務産業
常任委員会
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地域連携の獣害対策
■丹波篠山市（兵庫県）

　獣害対策について多くの住民を巻込み尚且つ複雑
な活動が目新しい。補助金を使い、市が設置した柵
の管理を色々な形で住民が担う。また、丹波黒豆な
どの複数の特徴ある農産物を購入するために年間を
通して訪れる客で市が活性化されている。日本農業
遺産に認定されている伝統的な農業の在り方は、基
幹産業とする本村においても参考になった。

住民参加の柵点検修繕（写真提供：丹波篠山市）

　住民参画のきっかけは、柵の点検希望者を募集する取組や、NPOによる動物の追い払い活
動などを通じて、「自分たちでどうにかしなければならない」という意識を醸成したことに
あった。本村においても住民参画のきっかけづくりを行うことは重要になると感じた。ま
た、捕獲よりも防除の方が効果が高いことや、食肉利用率は62％程度で、それ以上の向上は
困難であることなど、今後の方向性を検討する上で非常に参考になった。

村にどう
活かす？



各地に学ぶ
視察報告

■東神楽町（北海道）

　町民協働で整備された複合公共施設「はなのわ」を
視察。回廊で各施設が繋がる庁舎は通常用事がなけれ
ば行かない役場を様々な利用につなげる点が一体化の
メリット。上野ファーム監修の庁舎前のガーデンは町
民主体で管理している。花のまちとして地域住民の力
が町を支えていた。

■美瑛町（北海道）

　本村も加盟している「日本で最も美しい村連合」
発祥の町。「美瑛の美しい景観を守り育てる条例」　
を制定し景観行政団体にも移行している。「農村景
観は町のかけがえのない財産である」という認識を
住民にもわかりやすく伝えることで、観光と農業が
共に発展できるよう配慮されていた。

200種の宿根草が咲くガーデン

計画的に整備された町の景観

社会文教
常任委員会
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■東川町（北海道）

　人口8600人、職員規模も本村と同様の中、
財政規模が180億円と約３倍の東川町。「東川
風住宅設計指針」等景観に関する条例整備によ
り、統一感のある街並みが形成されていた。教
育・子育てでは、小学校と公共施設の一体化、
放課後の居場所整備等、教育が町の価値を向上
させるという方針。「町民の幸福度向上」とい
う明確な目標を職員が町政運営の軸に据え、そ
のための事業構築、補助金獲得により充実した
事業が行われている。 「写真の町東川」の庁舎

住民と協働でつくる町

　事業計画や財源確保を担当課だけに任せるのではなく、企画の段階から部局横断的に検討
し、担当課と財政担当者が省庁に直接出向いて補助金を確保するなどの庁内連携はすぐにで
も村に取り入れてもらいたい。さらに住民や企業が協働で事業を進めていくための仕組みも
今後の村には必要。

村にどう
活かす？
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議会の傍聴にお出かけください
次回定例会
開会予定は２月27日（金）です

・�役場２階総務課前で受付後、傍聴席にお入りください。
・�会期中は本会議のほか、委員会の傍聴もできます。

問 議会事務局　☎79-7951（直通）

議会だよりへのご意見をお寄せください
よりよい議会だよりづくりのために、
皆さんのご意見を聞かせてください。

こちらから▶

議会広報広聴常任委員会
委 員 長　松下　浩史
副委員長　村田　俊広

委　　員　中村　浩平
委　　員　宮坂　早苗
委　　員　小松　志穂

小
松
　
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
居
場

所
の
一
つ
と
し
て
も
囲
碁
教
室
は
と
て

も
あ
り
が
た
い
で
す
。
２
年
前
に
ど
う

し
て
教
室
を
開
か
れ
た
の
で
す
か
。

水
谷
さ
ん
　
私
は
以
前
か
ら
囲
碁
が
と

て
も
好
き
で
、
こ
の
面
白
さ
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
日

本
で
囲
碁
は
「
お
年
寄
り
」
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
海
外
で
は
若
い
人

た
ち
に
も
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

村
田
　
ど
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て

き
て
い
ま
す
か
。

水
谷
さ
ん
　
小
学
校
の
２
年
生
か
ら
高

学
年
ま
で
、
頻
繁
に
来
て
く
れ
る
子
が

７
～
８
人
い
ま
す
。
通
っ
て
い
る
子
が

同
級
生
を
誘
っ
た
り
し
て
新
た
な
子
も

来
て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
増
え

て
く
る
と
面
倒
を
見
る
機
会
が
増
え
る

の
で
、
一
緒
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。

小
松
　
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
て
、

嬉
し
い
の
は
ど
ん
な
と
き
で
す
か
。

水
谷
さ
ん
　
こ
の
間
ま
で
わ
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
を
見
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。
教

え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
教
え
た
方
が

よ
い
の
か
」「
教
え
過
ぎ
な
い
方
が
よ

い
の
か
」
と
、
常
に
悩
み
な
が
ら
や
っ

て
い
ま
す
。
と
に
か
く
子
供
た
ち
が
囲

碁
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
て
、
楽
し
ん

で
く
れ
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
田
　
こ
れ
か
ら
教
室
を
ど
の
よ
う
に

続
け
て
い
き
た
い
で
す
か
。

水
谷
さ
ん
　
今
い
る
子
ど
も
た
ち
が
長

く
続
け
て
、
そ
の
子
た
ち
が
後
か
ら

入
っ
て
き
た
子
に
教
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
囲
碁

は
生
涯
楽
し
め
る
趣
味
で
す
。
都
合
で

離
れ
る
時
期
が
あ
っ
て
も
そ
の
後
に
ま

た
戻
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
魅
力
に

触
れ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

囲碁の魅力と楽しさを伝えたい

議員が訪ねてお話を伺いました

子供囲碁教室

てせ

かき

水谷 温
あつし

さん

村田俊広議員　　　小松志穂議員


